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また，中国にGDP総額で抜かれ，日本は世界第２位の経済大国から Japan as No.3となった。
??利益送金の減少は，円高ドル安を背景にアジア地域でのM&Aなどの投資を拡大するため，現地子会社に
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逆転した現在，日本が金融投資立国として海外からの利益送金を国民に還元する新たな利益
分配システムの構築と，国内投資促進策を真剣に考えなければいけない。そうしないと経済
格差の拡大と大学生を吸収する雇用機会は国内に生まれない。日本の対外純資産は260兆円
（2009年），民間企業の社内留保残高は1980年以降最大額203兆円と高止まりしている。「金
余り」の状況であり，これは国内に投資機会がない袋小路に日本経済があることを物語って
いる。これでは若年層の雇用機会が生まれにくい。
日本の輸出依存度は18.2％（2010年通商白書），ドイツ47.9％，韓国54.8％，中国36.6％
と比べて小さい。アジア需要を取り込みながら，内需・国内投資拡大が可能である。
６．ガラパゴス化は文科省と大学の利益共同体
大学のガラパゴス化を言葉を替えて言えば，文部科学省と大学が少子化対策として，日本
の高校生が日本の大学以外には進学しないように，利益共同体を作ろうとしているのではな
利益を留保していると考える。
説明：オーストリア・ハンガリー帝国の首都，ウイーンの市街に中世が息づいている。市内にはトラム（路面
電車）が走る。市街の中心はステファン教会であり，多くの観光客が訪れる。数年前，NHKの年末番組で，
同教会から実況中継が行われた。また，ハンガリーを愛したエリザベート王女は，ウイーンに滞在することは
少なく，旅に明け暮れ，ブタペスト郊外のゲレデ宮殿で夏を過ごすことが多かった。ゲレデ宮殿で結婚式を挙
げるハンガリー人の若いカップルは多い。
出所：筆者撮影
ウイーン市内（オーストリア)
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いか。それが「ゆとり教育」の実態であったと批判されても仕方がない。日本の高校生の中
で，最優秀層が海外の大学に進学するといった現象が顕著なものになれば，日本の「上流大
学」のみならず「下流大学」の教育研究活動も深い打撃を受けることになる。現実は鳴かず
飛ばずの学生が留学し，日本の大学と同様に，何となく海外の大学で過ごしているのではな
いのだろうか。
グローバル化時代に，ハーバード大学への日本人留学生は減っている??ことは深刻だ。また，
米国への日本人留学生数は10年前の約５万人から昨年は大幅に減少し，韓国人留学生数より
??ハーバード大学は19世紀にロースクールに留学生を受け入れて以来，日本人卒業生・関係者は約3000人
を数える一方，2009/10年度の学部への日本人留学生はわずか５人にすぎなかった。また，国別に比較をす
れば，日本人留学生数は1999年/00年151人から2009年/10年101人に減少しているのに対して，中国同
227人から同463人に増加，韓国は同183人から同314人に増加している。明らかに日本の下流志向と内向
きが読み取れる。
アンコールトム（カンボジア)
説明：写真は，欧州のキリスト文化にも負けない仏教文化を花咲かせた，アンコール王朝が構築したアンコー
ルワットとともに有名なアンコールトムである。城門の上に創られている。徳川幕府が鎖国する前，多くの日
本人が訪れ，その荘厳さに驚き，祇園精舎と間違えたほどであった。また，アンコールワットには，1632年に
訪問した日本人の森本右近が落書きした跡「御堂を志し数千里の海上を渡り」などが現在も判別できる。昔か
ら日本人は落書き好き，公共心が欠落した民族であったのかもしれない。アンコールへの入り口の町であるシェ
ムリアップは，「タイの軍隊を撃退した町」という意味がある。ブタペストは蒙古軍の欧州侵入を果敢に防い
だ都市であったことと類似する。アンコール王朝は水を操り，繁栄を謳歌したが，タイのアユタヤ朝と抗争を
続け，いつの間にか歴史の闇とジャングルに包まれた。しかし，よみがえったその壮大さを目前にすれば，か
つてアンコール王朝がインドシナ文化，仏教・ヒンズー文化の中心であったことが良く理解できる。
出所：筆者撮影
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も少なくなっている。2009/10年度の米国への国別留学生は，中国12万7628人（前年度比
29.9％増），２位インド，３位韓国であり，日本は台湾に抜かれ第６位の２万4842人（同15.1％
減）であった。欧米から知識を学び，それを咀嚼し，発展させてきたのが日本人であるが，
その知的水準の劣化は否定できない??。
日本経済と二人三脚で大学でもガラパゴス化が進展している中，アジアとの経済関係が米
国を凌駕することになった。文部科学省は海外留学を嫌う「内向き志向」を打破するため，
2011年から短期留学制度（３カ月から１年）を開始し，初年度7000人の派遣計画を発表した。
派遣先として中国とASEANの重要性を否定するものではないが，敗戦国としての日本は理
屈抜きで日米安保条約をもとに，依然として米軍基地を抱え，その大部分を沖縄に押し込み，
政治的にも，経済的にも，文化的にも米国との関係は緊密でなければならない。
７．多様な価値観と人権を尊重する人材を育成する大学へ
普遍的な知性と知識を獲得し，日本，外国を問わずに仕事ができる能力を身につけること
ができる大学（生）となれば，真理を探究する大学の社会的使命を果たしながら，就職問題
は大幅に軽減され，グローバル化，円高などを恐れることはない。大学の就職予備校化と経
済のガラパゴス化を避けるために，敗戦後，学んできた米国式民主主義を土台に，グローバ
ル化に対応するために日本の大学教育は，多様な価値観を受け入れ，人権を尊重する大学に
生まれ変わる必要がある。多様な価値観を受け入れることは，日本の真の国際化とグローバ
ル化を意味する。
少子化で全員入学の現状では，入学してくる学生の学力の低下を批判することは容易だ。
また，大学のガラパゴス化と揶揄することも簡単である。大学は，人権を尊重し，自由に思
索するところであり，教育研究活動は人格の陶冶であることであることを忘れてはいけない。
学生の潜在的能力が引き出されず，花開くことなく４年間が過ぎている。大学のHow To的
就職活動支援??と学生のアルバイトの日常化は，大学のガラパゴス化と名ばかり大学（生）を
??大学でフランス語やドイツ語を履修する学生数が極端に少なく，語学教育が危機に瀕している。経済学を
学ぶには語学と数学的スキルが必要，特に語学は重要である。40年前の大学院（経済学）で使用するテキ
ストと資料は，外国語（英語，ドイツ語やフランス語など）であった。現在，大学院の入試で語学を課さ
ないところが多くなった。本経済学部でも外書講読は選択科目，履修者はほんの一握り，他学部履修生で
やっと講座が維持されている。やはり外書講読は必修とし，４年間，外国語を学ぶカリキュラムを作り上
げるべきであろう。ただ，本学部生が外国語を通して経済学を学ぶ忍耐力があるか，学力を備えているか
見極める必要がある。語学は能力ではない。根気強く，時間をかければ習得できる。異なる言語を学ぶこ
とにより，忍耐力をはぐくみ，考える力と多様な価値観と思考を学ぶことができるのが語学であり，大学
の使命である。
??How To的就職支援活動は，「仕事のための仕事」，職員の事務量を増やすだけである。学生の挨拶，話し
方，礼儀，感謝の気持ちなどの社会的常識とマナーは，講義を通して学ぶことにより，また友人との交流
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助長するなにものでもない。
ま と め
本稿は，就職予備校化した日本の大学と名ばかり大学（生）が増える現状を踏まえ，大学
の使命，経済学を学ぶ意義と現在の「就職氷河期」との関係を考察し，日本経済の方向を考
えるために，一般的な資料を使い教材として作成したものをベースに加筆し，幅広く考える
機会を提供するために写真を掲載して発表するものである。
（みき としお 開発経済論)
を通して修得されていなければいけない基本的なことである。「俺様」では社会は相手にしてくれない。に
もかかわらず，こうしたことが就職支援活動の大きな位置を占めていることに，大学の在り方の今日的問
題がよくあらわれている。大学の使命を取り戻し，教員と学生が伴に学ぶことにより，企業関係者が一緒
に仕事をしてみたい，部下に持ちたい気持ちをおこさせる学生が少しでも多くなり，内定率が上がり，社
会で活躍できることを強く望んでいる。
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